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最新の情報に関しては「http://www.microsoft.com/japan/office/infopath/prodinfo/default.mspx」をご参照ください。
概要   Microsoft Office InfoPath 2003 のアーキテクチャについて説明しています。具体的には、InfoPath において、構造編集、複数レベルの入力検証、XML ドキュメントの読み込みと送信、および DOM ツリーの複数のビューの各機能が、どのようにサポートされているかについて説明しています (19 印刷ページ)。
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用語
まとめ
Microsoft® Office InfoPath™ は、チームや企業にとって必要な情報を、機能豊富な動的フォームを使用して効率的に収集することができる、新しいデスクトップ アプリケーションです。InfoPath のアーキテクチャには、XML ドキュメントの簡単な構造編集機能と柔軟な表示機能を提供する、独自のデザイン機能が組み込まれています。InfoPath の全般的な概要については「Technology Overview of InfoPath」(英語情報) を参照してください。
InfoPath の中心的な設計目標と主要なアーキテクチャ機能は次のとおりです。
· ドキュメント編集のための最適な操作環境に、フォームの厳密なデータ取得機能を取り入れた、ハイブリッドなツールの開発   エンド ユーザーは、リッチ テキストの書式設定、表や画像のサポート、オートコレクトなどの使い慣れた機能を提供する従来のワード プロセッシング環境の中で、ビューの編集を使用して抽象データ構造を表示、変更できます。エンド ユーザーはフォームを動的に拡張でき、省略可能要素や繰り返し要素、属性を表示しなくても、それらを有効に追加できます。 

· ユーザー定義のスキーマに属する XML ドキュメントを使用した入出力   InfoPath では、ユーザー定義の XML スキーマに属する準構造化 XML ドキュメントを、通常のエンド ユーザーが読み取りおよび作成できます。そして、ユーザーは SOAP または HTTP POST メソッドのどちらかを通じて、データを XML 形式で送信できます。InfoPath では XML スキーマと XSL 変換 (XSLT) ファイルが使用および生成され、XML Web サービス標準と統合されています。 

· 構造編集機能の提供   InfoPath では、情報を別の目的で使用したり、企業全体で情報の接続をできるようにするため、構造化と入力検証がなされた XML 情報収集を行います。通常のエンド ユーザーが XML コンテンツを簡単に作成できるようになります。階層的な XML データを視覚化し編集するための簡単なユーザー インターフェイスを提供できるように、ビュー内の入れ子のフィールド グループおよびフィールドが DOM (Document Object Model) ツリーに対応付けられています。エンド ユーザーはビュー内にあるドロップダウン コンテキスト メニューを使用することで、有効なフィールド グループを追加または削除できます。InfoPath ではユーザー定義の XML スキーマがサポートされており、そのスキーマに従ったユーザー インターフェイスのカスタマイズも合わせてサポートされています。業界標準 XML スキーマの妥当性検証、追加のカスタムの宣言形式制約、スクリプト定義の入力検証およびビジネス ロジックにより、データの誤りを防ぎ、ニーズに即した XML ドキュメントの生成を保証します。 

· 柔軟なビューの提供   エンド ユーザーにとって最も有用な方法で XML ドキュメントを表示できるように、InfoPath では XSLT を使用して編集ビューの内容を XML データの構造とは異なるかたちで整理することができます。InfoPath ではドキュメントのデータを書式設定から分離するという XML の理念が貫かれており、構造化データの厳密な取得を可能にしています。 

これらのアーキテクチャ機能について以下のセクションで詳しく説明します。
XML ドキュメントの入出力
InfoPath では入出力のためのネイティブのデータ形式として XML を使用します。ユーザー定義の XML スキーマのサポートにより、XML Web サービスや XML 対応システムで使用されるあらゆる XML ドキュメントを開いて編集することが可能です。XML ドキュメントを編集する際、InfoPath ではユーザー定義の XML スキーマに属する有効な XML 要素および属性を、追加および削除できます。XML ドキュメントを保存または送信する際も、ドキュメントは引き続き XML スキーマに従った有効なドキュメントになります。
フォーム テンプレートの参照と更新
"フォーム テンプレート" とは、フォームのデータ構造、外観、および動作を定義する、1 つまたは 1 組のファイルのことです。InfoPath には次のフォーム テンプレートがあります。
· ビューを定義する XSLT ファイル
· 1 つまたは複数の XML スキーマ
· 高度なカスタム入力検証のためのスクリプト ファイル
· 必要なすべてのイメージ ファイル
· ユーザー インターフェイスのカスタマイズ情報を収めたマニフェスト ファイル
InfoPath フォームを受信して開くとき、InfoPath は XML ドキュメント内の処理命令を読み取り、XML ドキュメントのベースとなっているフォーム テンプレートの場所を調べます。フォーム テンプレートにアクセスするのが初めての場合は、フォーム テンプレート用のローカル キャッシュにフォーム テンプレートがダウンロードされます。フォーム テンプレートのコピーがローカルにキャッシュされていて、サーバーにあるコピーよりも古い場合は、キャッシュされているコピーがサーバーからのものに更新されます。
フォーム テンプレートは通常のフォルダの中に個々のファイルとして保存できます。または、展開を簡単にするため、これらのファイルをキャビネット ファイル (.cab) に保存して拡張子を .xsn に変更し、ファイル一式を簡単に転送できるようにすることも可能です。
フォーム テンプレートを、サンドボックス化したり、信頼することができます。サンドボックス化されたフォーム テンプレートは、キャッシュされてオフラインで使用され、自動的に更新されます。そして、システム リソースへのアクセスが制限されます。信頼されたフォーム テンプレートは手動でインストールされ、システム リソースに対するアクセス権はサンドボックス化されたテンプレートよりも多くなります。
DOM への XML ドキュメントの読み込み
InfoPath で既存の XML ドキュメントを開くと、その XML ドキュメントの内部表現が DOM ツリーとしてメモリ内に作成されます。そして、DOM ツリーの変換されたビューがエンド ユーザーに表示されます。この DOM ツリーはさらに、XML ドキュメントの編集、入力検証、保存、送信などの他の InfoPath 機能で使用されます。
図 1 は、ビューの編集に使用するデータの読み込みと保存を行うために DOM がどのように使用されるかを示しています。
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図 1   XML ドキュメントを開いて編集するときの DOM ツリーの使用
DOM への署名付き XML ドキュメントの読み込み
InfoPath では、W3C (World Wide Web Consortium) の XML デジタル署名標準を使用して署名された XML ドキュメントがサポートされています。InfoPath のフォームには 1 つまたは複数の XML デジタル署名を使用して署名を付けることができます。フォームへの署名は XML ドキュメント全体のレベルで実行されます。署名付きフォームは読み取り専用として開きます。InfoPath では、XML ドキュメントに署名が付いている場合、そのドキュメント内のデータを編集することはできません。
XML ドキュメントを開いて DOM に読み込む際、InfoPath はドキュメントがデジタル署名されているかどうかをチェックします。XML ドキュメントに署名が含まれていなければ、フォームを直ちに開いてユーザーに表示します。XML ドキュメントに署名が含まれている場合は、ドキュメントをデコードし、署名に関して一貫性があるかどうかを確かめます。XML ドキュメントが署名に関して有効であれば、そのフォームを開きます。XML ドキュメントが署名に関して有効でない場合は、警告のダイアログ ボックスを表示してフォームを開きます。
デジタル署名は XML ドキュメント内部のノードに格納されます。フォーム テンプレートをデザインする際は、署名をどのノードに格納するのかを指定します。署名ノードの場所は XPath 式としてマニフェスト ファイルに格納されます。
Web サービスからの初期 XML ドキュメントの読み込み
フォーム テンプレートでは、フォームの初期データを提供するための Web サービス操作を使用できます。たとえば、エンド ユーザーが営業担当者の名前を初期ビュー内のテキスト ボックスに入力し、入力した名前に応じて初期データを取得するようにできます。
初期データを提供するための Web サービス操作を使用するフォーム テンプレートをベースとして、エンド ユーザーが新しい XML ドキュメントを作成するとき、既定で表示される初期ビューのことを "クエリ ビュー" と呼びます。ユーザーがクエリ ビュー内でなんらかの値を入力または選択してクエリ ボタンをクリックすると、ビューからの値が SOAP パケットを通じて入力パラメータとして Web サービス操作に送られます。
Web サービス操作では、初期データを XML 断片として収めた SOAP パケットを返してこれに応答します。この XML 断片は対象の操作用の XML スキーマに従っており、DOM ツリーに読み込まれます。返された XML 断片は XSLT を使用して変換され、ユーザーに表示されます。このとき、結果の初期データがデータ入力ビューに表示されます。この後、ユーザーは返されたデータを編集したり追加のデータを入力したりできます。
XML ドキュメントの保存と送信
フォームをファイルとして保存したり、フォームを Web サービスなどのバックエンド システムに送信したり、またはその両方を実行できます。InfoPath フォーム テンプレートはファイルとして保存できます。このため、たとえば InfoPath フォームをサーバーから取得し、フォームに対してデータの追加やデータの編集を行った後フォームを保存し、電子メールで第三者に送信してレビューしてもらい、その結果をサーバーに送信できます。このように、XML ドキュメントの保存や送信がサポートされているため、集中管理型とピア ツー ピア型の両方のワークフローが可能になり、さまざまなビジネス事例に対応できます。
エンド ユーザーは XML ドキュメントに署名を付けてから送信できます。フォーム テンプレートをデザインする際は、フォームへの署名を許可するかどうかを指定できます。また、ユーザーがフォームを送信するときにダイアログ ボックスを表示するかどうかや、フォームに署名が付いていない場合にフォームに署名するようユーザーに促すかどうかも指定できます。フォームに署名するためには、ユーザーは自分のコンピュータに証明書をインストールする必要があります。
XML ドキュメントを保存するときは、DOM ツリーが読み取られて XML ファイルとして保存されます。同様に、XML ドキュメントを送信するときは、DOM が読み取られて XML ドキュメントとして送信されます。送信できるのは有効な XML ドキュメントだけであり、データ型を含めて完全に有効である必要があります。XML ドキュメントは、SOAP を通じて Web サービスに送信するか、HTTP POST メソッドを通じてサーバーに送信するか、またはカスタム スクリプトを使用して Web サービスまたはサーバーに送信できます。
XML Web サービスへの XML ドキュメントの送信
フォームへの入力が完了した後、エンド ユーザーはフォームのデータを XML Web サービスに送信できます。ユーザーがフォームを送信すると、InfoPath は結果の XML 断片を Web サービス操作への入力パラメータとして SOAP エンベロープにまとめ、それからその SOAP パケットを操作に送ります。送信された XML ドキュメントは、対象の操作用のスキーマに従っています。
XML ドキュメントを Web サービスに送信するフォーム テンプレートをデザインする際は、データ ソース セットアップ ウィザードを使用して、どの Web サービスに XML ドキュメントを送信するか、どの Web サービス操作を使用するか、および、どの XML 断片を操作のパラメータとして送るかを、それぞれ選択します。XML 断片はスキーマ ノードに対応し、対象の操作用の XML スキーマに従います。フォームから Web サービスまたは HTTP サーバーにどのように XML ドキュメントを送信するかについての定義は、マニフェスト ファイルに格納されています。
HTTP を通じた XML ドキュメントの送信
InfoPath では、XML ドキュメントを POST メソッドを使用して HTTP を通じて HTTP サーバーに送信することもできます。フォーム テンプレートをデザインする際は、ビュー内に [送信] ボタンを追加するか、または [ファイル] メニューの [送信] コマンドを有効にして、使用する URL を指定します。
この URL で HTTP POST 要求を処理できる CGI スクリプトなどのサーバー コードを指し示すことができます。エンド ユーザーがフォーム テンプレートをベースとするフォームを送信すると、InfoPath は XML ドキュメントを HTTP POST 要求の本体としてパッケージ化し、指定された URL に送ります。
カスタム スクリプトを使用した XML ドキュメントの送信
カスタム スクリプトを使用した XML ドキュメントの送信では、データの送信方法や送信先を最も詳細に制御できます。送信対象のデータを選択するためのスクリプトを使用したり、スクリプトを通じて利用できるあらゆるプロトコルやオブジェクトを使用したりできます。
構造編集と入力検証を使用した XML の編集
通常のエンド ユーザーが XML サブツリーを簡単かつ有効に追加および削除できるように、InfoPath は次の構造編集機能を備えています。
· 入れ子のフィールド グループとユーザー インターフェイス (UI) コントロールを使用した、XML ドキュメントの表現
· ユーザー定義の既存の XML スキーマと UI のカスタマイズを使用した、XML サブツリーの追加および削除の有効化
· XML スキーマ、ユーザー定義の入力規則、およびスクリプトを使用した、データの入力検証
· XHTML (Extensible Hypertext Markup Language) を使用した、リッチ テキストの作成と格納
これらの構造編集コンポーネントについて以下のセクションで説明します。
要素や属性の UI コントロールとしての表示
XML の要素や属性は、テキスト ボックスや他の UI コントロールなど、ビュー内の各フィールドに対応付けられます。これらのフィールドはセクションとしてまとめることができ、それらのセクションは入れ子にすることができます。XML ドキュメントは 1 組のセクションで構成されます。セクションは、必須、省略可能、繰り返し、または表内の繰り返し行の、いずれかになります。ユーザーはフォームへの入力時に複数のセクションや行を挿入できます。
構造編集によるサブツリーの追加および削除
InfoPath の構造編集機能は、通常のエンド ユーザーが XML の有効な要素や属性を追加および削除できるようにするための、簡単で自然なユーザー インターフェイスを提供します。ユーザーはコンテキスト メニューを使用することで、有効なフィールド グループを追加および削除することができます。また、エンド ユーザーに最も適した UI のカスタマイズを行うことで、ビュー内で動的なフィールド グループをデザインできます。ここでは、これらの構造編集機能について説明します。
フィールド グループは DOM 内のサブツリーに対応付けられます。エンド ユーザーがドロップダウン コンテキスト メニューをクリックして繰り返しまたは省略可能のフィールド グループ (セクションや行など) を追加すると、DOM の対応するノードにサブツリーが追加され、それに応じて要素のサブツリーが結果の XML ドキュメントに追加されます。DOM ツリーでは、省略可能のサブツリーの挿入、サブツリーの繰り返し、別のサブツリーへの置換 (スキーマで <xsd:choice> を使用している場合) などの編集操作を実行できます。同様に、ビュー内のフィールド グループに他のフィールド グループを格納することができ、それらのフィールド グループを省略可能や繰り返しのフィールド グループにしたり、別のフィールド グループへの置換を可能とするようにできます。
XML スキーマは、UI のカスタマイズと共に、フィールド グループのドロップダウン メニューに [挿入] および [削除] コマンドを表示するかどうかを制御します。スキーマにおいて、DOM ツリーのノードにノードを追加することが許可されている場合、ノードに対応付けられたフィールド グループには、ユーザーがフィールド グループまたはフィールドを追加できるようにするためのドロップダウン メニューが付きます。ユーザーがこのドロップダウン メニューをクリックするか、またはフィールド グループを右クリックして、[<フィールド グループ名> を挿入] をクリックすると、サブツリーが DOM に追加されます。
図 2 は顧客フィールド グループのドロップダウン コンテキスト メニューです。ユーザーはこのメニューを使用して、別の顧客フィールド グループを追加したり、この顧客フィールド グループを削除したりできます。また、このフィールド グループの購入項目表に item 行を挿入したり、このフィールド グループの中に省略可能の実施項目フィールド グループを挿入したりすることもできます。また、[ここをクリックして実施項目セクションを挿入してください] アイコンをクリックしても、実施項目フィールド グループを挿入できます。購入項目行にはそれぞれ短いドロップダウン メニューが表示されます。
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図 2   InfoPath の構造編集用ユーザー インターフェイス
エンド ユーザーがフィールド グループやフィールドを追加および削除できるようにビューをデザインする際は、数多くのさまざまな方法を使用して、与えられた XML スキーマに従うフィールドをフィールド グループ内に表示できます。ユーザー インターフェイスのカスタマイズを使用すると、エンド ユーザーに対して XML スキーマがどのように表現されるかを柔軟に決めることができ、スキーマの使用にかなったユーザー インターフェイスを提供できます。UI のカスタマイズに関する情報は "マニフェスト ファイル" と呼ばれるファイルに保存されます。マニフェスト ファイルはフォーム テンプレートのデザイン時に InfoPath によって作成されます。
たとえば、XML スキーマにおいて省略可能の要素を特定のサブツリーに挿入することが許可されている場合、フィールドを格納できるフィールド グループをエンド ユーザーが追加するときに、DOM 内に省略可能のノードを最初に作成するかどうか (つまり、対応するフィールドをビューに表示するかどうか) を、ビューのデザイン時に決めることができます。たとえば次に示すように、Web サービスからの既存の XML スキーマの中で、<Address> 要素の中に省略可能の <私書箱> および <郵便番号> 要素が必須要素と共に含まれているとします。
<xsd:element name="連絡先">
   <xsd:complexType>
      <xsd:sequence>
         <xsd:element ref="氏名"/>
         <xsd:element ref="Address" minOccurs="0"/>
      </xsd:sequence>
   </xsd:complexType>
</xsd:element>
<xsd:element name="氏名" type="xsd:string"/>
<xsd:element name="Address">
   <xsd:complexType>
      <xsd:sequence>
         <xsd:element ref="郵便番号" minOccurs="0"/>
         <xsd:element ref="都道府県"/>
         <xsd:element ref="区市町村"/>
         <xsd:element ref="番地"/>
         <xsd:element ref="私書箱" minOccurs="0"/>
      </xsd:sequence>
   </xsd:complexType>
</xsd:element>
このスキーマを使用するビューをデザインする際、編集時に Address ノードが追加されるときに DOM 内に省略可能の <私書箱> および <郵便番号> ノードを最初に作成するかどうかを選択できます。この選択によって、図 3、4、5 にそれぞれ示すように、エンド ユーザーが Address フィールド グループを挿入するときに私書箱および郵便番号フィールドをビュー内に最初に追加するかどうかが決まります。どちらの場合でも、XML スキーマに準拠します。
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図 3   Address ノードを挿入する前のビューの内容
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図 4   Address ノードを挿入した後のビューの内容 
(省略可能の DOM ノードを最初に作成するよう選択した場合)
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図 5   Address ノードを挿入した後のビューの内容 
(省略可能の DOM ノードを最初に作成しないよう選択した場合)

次の例は、エンド ユーザーが Address フィールド グループを挿入したときに省略可能の <私書箱> および <郵便番号> 要素を最初に作成するよう選択した場合に、マニフェスト ファイルのタグ付けがどのようになるのかを示したものです。
<xsf:view name="View 1" caption="Details">
   <xsf:mainpane transform="view1.xsl"/>
   <xsf:editing>
      <xsf:xmlToEdit name="Address_1" item="/Report/Contacts/連絡先/Address" container="/Report/Contacts/連絡先">
         <xsf:editWith caption="Address" component="xOptional">
            <xsf:fragmentToInsert>
               <xsf:chooseFragment>
                  <Address>
                     <郵便番号></郵便番号>
                     <都道府県></都道府県>
                     <区市町村></区市町村>
                     <番地></番地>
                     <私書箱></私書箱>
                  </Address>
               </xsf:chooseFragment>
エンド ユーザーが連絡先フィールド グループを選択すると、ドロップダウン メニューが自動的に使用可能になり、エンド ユーザーは Address フィールド グループを有効に挿入できるようになります。この動作はマニフェスト ファイル内のタグ付けによって次のように実装されます。まず、<xsf:editWith> 要素の component 属性の xOptional 値によって、編集時に Address フィールド グループが省略可能のセクションとして扱われることが示されます。エンド ユーザーがビュー内をクリックすると、InfoPath によってユーザーの選択項目が DOM に対応付けられ、それからユーザーの選択項目の XPath が Report/Contacts/連絡先/Address に等しいかどうか、および、ユーザーの選択項目のコンテナが /Report/Contacts/連絡先に等しいかどうかが評価されます。どちらの条件も満たされていれば、Address フィールド グループを挿入および削除するためのドロップダウン メニューとコマンドが使用可能になります。
エンド ユーザーが Address フィールド グループを挿入すると、マニフェスト ファイル内で指定されている <Address> 断片が DOM に挿入されます。前の例に示されている断片には、省略可能の <私書箱> および <郵便番号> 要素が含まれています。これに対して、ユーザーが Address フィールド グループを挿入するときにこれらの省略可能の要素を挿入しないようデザイン時に選択した場合は、これらの省略可能の要素はマニフェスト ファイル内の断片から省かれます。
マニフェスト ファイルに格納される情報
フォーム テンプレートのマニフェスト ファイルには manifest.xsf という名前が付けられます。マニフェスト ファイルの主な目的は、構造編集用ユーザー インターフェイスのカスタマイズ情報を格納することです。この構造編集情報はマニフェスト ファイルの中身の大部分を占めます。マニフェスト ファイルには以下の情報も含まれています。
· フォーム テンプレートを構成するすべてのファイル (XML スキーマや XSLT ファイルなど) の一覧
· 現在の編集ビューに適したユーザー インターフェイスを追加するためのカスタムのメニューやボタン
· XML ドキュメントの任意のノードに対する、XPath を使用したカスタムの入力規則
· フォームの送信先となる URL または Web サービスの場所
· カスタムの作業ウィンドウ (追加のユーザー インターフェイス領域をビューの右側に表示します)

編集中における DOM 更新の際の入力検証のレベル
XML ドキュメントを編集する際、エンド ユーザーは、フィールドへの値の入力、リッチ テキスト用の書式設定コントロールのクリック、ドロップダウン リストからの項目の選択、ドロップダウン コンテキスト メニューを使用したフィールド グループの挿入や削除、などの操作を実行します。すると、これらの編集操作によって DOM ツリーの更新が発生します。たとえば、ユーザーの編集操作によって、DOM 内で属性値が変更されたり、サブツリーが DOM に追加されたりします。
XML ドキュメントの入力検証は、連続する 3 つのレベルで行われ、常にスキーマ定義の入力検証から始まります。
· スキーマ定義の入力検証。エンド ユーザーが XML ドキュメントを編集しているとき、DOM ツリーの構造はユーザー定義の XML スキーマに従って常に有効に保たれます。 

· XPath を使用した宣言形式の入力規則。 

· スクリプト定義の入力検証。 

ユーザーが無効なデータをフィールドに入力した場合、そのフィールドに複数種類の入力規則があるときは、スキーマ定義の入力検証のエラーが先に表示され、その後に規則ベースの入力検証のエラーが表示されます。スクリプト定義の入力検証のエラーについては、いつ表示するかを制御できます。
データの入力規則のエラーは、フィールドを囲む点線の赤い境界線、または入力規則のヒント ("インライン警告" と呼ばれます)、あるいは入力規則のメッセージ ダイアログ ボックス ("ダイアログ ボックス警告" と呼びます) によって示されます。入力規則のエラー メッセージを上書きすることで、エラーが発生したときにエンド ユーザーに表示する内容を制御することも可能です。
編集中における DOM 更新の際のスキーマ定義の入力検証
編集中にユーザー定義の XML スキーマに照らした入力検証を行うと、構造化 XML データ (スキーマ定義の入力検証済みの XML データを必要とするシステムですぐに再利用できます) を作成するのに役立ちます。InfoPath では XML ドキュメントの入力検証を対話形式で実行し、ユーザーがフォームを無効な状態で Web サービスその他のデータ ソースに送信するのを防ぎます。
エンド ユーザーが省略可能または繰り返しのフィールド グループを追加するなど、XML ドキュメントに対して編集を行うと、DOM 内のデータが変更されます。フィールドに対応する値は要素や属性の中に格納され、それらの要素や属性は、ビュー内で選択されたフィールドまたはフィールド グループに対応する DOM 内の場所で追加または削除されます。InfoPath は、XSLT の必要な部分を DOM に適用することによって、ビューの変更部分を表示し直します。
エンド ユーザーが XML ドキュメントを編集しているときは、DOM 構造を常に有効に保つためのオプションが提示されます。エンド ユーザーがデータ型や値を変更しようとして、その変更が無効な場合は、ダイアログ ボックス警告が表示されるか、または点線の赤い境界線が無効な値の周りに表示されます。
宣言形式の入力規則
エンド ユーザーが XML ドキュメントを編集しているときに、ユーザー定義の宣言形式の入力規則を使用することで、XML スキーマ制約以外の条件をテストできます。これらの宣言形式の入力規則では、あるフィールドが別のフィールドよりも大きいかどうかなどの条件をテストできます。ユーザー定義の入力規則は、XPath を使用して、任意のノードに対して定義できます。
たとえば、次の売り上げレポート XML ドキュメントにおいて、price フィールドの値が maxPrice フィールドの値よりも大きくならないようにする必要があるとします。
<salesReport>
   <customers>
      <customer>
         <price></price>
      </customer>
      <sales>
         <maxPrice></maxPrice>
      </sales>
   </customers>
</salesReport>
price フィールドに対してこの宣言形式の入力規則を定義するには、price フィールドをビュー内で選択し、[データの入力規則] ダイアログ ボックスを使用して <maxPrice> スキーマ ノードを選択します。すると、ユーザー定義の入力検証のための XPath 式が自動的かつ透過的に生成され、次のようにマニフェスト ファイルに格納されます。
<xsf:customValidation>
   <xsf:errorCondition match="/salesReport/customers" expressionContext="customer/price"
expression=". &gt; ../../sales/maxPrice">
      <xsf:errorMessage type="modeless" shortMessage="Price exceeds maximum"></xsf:errorMessage>
   </xsf:errorCondition>
</xsf:customValidation>
スクリプト定義の入力検証とビジネス ロジック
スクリプトを記述すると、DOM ツリーに対して追加の入力規則を定義することができるほか、フォーム内の値の変更や XML スキーマに従っているフィールド グループの追加または削除などを実行する他のビジネス ロジックを定義することもできます。
スクリプトを使用するにはイベント ハンドラ関数を作成します。イベント ハンドラ関数は、DOM の変更によって起動されるイベントに対して適用されます。DOM の任意のノードが変更されると、そのノードに対して DATADom イベントが発生し、そのノードで 3 つの編集イベント (nodename::OnBeforeChange()、nodename::OnValidate()、nodename::OnAfterChange()) が起動されます。ビューの中で選択しているフィールドに対して、スクリプト エディタを呼び出すことができます。イベントとそれに関連する関数スタブは、マニフェスト ファイルとスクリプト ファイルにそれぞれ、自動的に作成されます。
スクリプトを通じて XML ドキュメントにアクセスするには、従来の W3C DOM を使用してデータ ツリーにアクセスします。この DOM は、XML ドキュメントの表現と、スクリプト作成対象のオブジェクト モデルを提供します。スクリプトは Microsoft Visual Basic® Scripting Edition (VBScript) か Microsoft JScript® のどちらかを使用して作成します。たとえば、次のスクリプト行は ZipCode 属性を "98102" に設定します。
XDocument.DOM.documentElement.setAttribute("ZipCode", "98102")
次の例では、スクリプト定義の入力検証により、ZIP コードの値がリストからの正規の ZIP コードかどうかをチェックすることができます。マニフェスト ファイルには次の <xsf:domEventHandler> 要素が収められています。
<xsf:domEventHandlers>
   <xsf:domEventHandler handlerObject="msoxd__ZipCode" match="/Report/Contacts/Contact/Address/ZipCode"/>
</xsf:domEventHandlers>
スクリプト ファイルには関連する関数が収められています。
function msoxd__ZipCode::OnBeforeChange(eventObj)
{

   // Code for the event handler function
}

リッチ テキストの XHTML としての編集
エンド ユーザーは、リッチ テキスト ボックスを使用して、詳細メモなどの書式付きテキストを XML ドキュメントに追加できます。ユーザーがリッチ テキスト ボックスを選択すると、ユーザー インターフェイス内の関連する編集機能が使用可能になり、フォントの書式や箇条書き、ハイパーリンク、表、イメージなどのリッチ データを入力できるようになります。リッチ テキスト ボックスに入力されたデータは、xhtml 名前空間をインポートする XML 要素として格納されます。
XML ドキュメントの中で XHTML コンテンツを含めるためのノードを有効にするには、そのスキーマ定義で xhtml 名前空間をインポートする必要があります。これにより、ドキュメント ノードをリッチ テキスト ボックスにバインドでき、ユーザーが XHTML コンテンツを編集できるようになります。
たとえば、次の XML ドキュメント断片は、番号付き箇条書きのある Notes リッチ テキスト ボックスがどのように格納されるかを示しています。
<notes>
   <ol xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml">
      <li>Identify and check with the primary contacts.</li>
      <li>Schedule Paul to detail the issues.</li>
   </ol>
</notes>
この例の XML スキーマでは、<notes> 要素は xhtml 型であり、xhtml 名前空間をインポートする任意の要素を含めることができます。
柔軟なビューと XSLT

動的で柔軟性のあるコンテンツ表示を実現する機能豊富なビューをサポートするため、InfoPath では XSLT 変換を使用しています。XSLT の使用により、ビュー内のグループ化された UI コントロールと DOM ツリー内のノードとの間で、柔軟な対応付けが可能になります。ビューは XSLT をベースとする DOM ツリーのビューであり、エンド ユーザーがフォームを開くと XSLT が DOM ツリーに適用されてビューが生成されます。ユーザーが [ビュー] メニューから別のビューを選択した場合は、新しい変換が DOM に対して実行され、別の入れ子のフィールド グループ セットが表示されます。
フォームには、概要や詳細のビューなどの複数のビューを含めることができます。ビューは入れ子のセクションで構成され、各セクションにはテキスト フィールドその他の UI コントロールが格納されます。InfoPath によって生成されるビューはそれぞれ別々の標準 XSLT ファイルとして保存され、他のビジネス プロセスで再利用できます。フォーム テンプレートで新しいビューを追加すると、InfoPath によってマニフェスト ファイルへのタグ付けが追加され、新しいビューに対応する XSLT ファイルが作成されて、ビューが作成されます。
XML ドキュメントを編集するための XSLT ビューを、簡単にデザインすることができます。InfoPath では、複雑な XML データ構造とそのデータの有用なビューとの間で対応付けを行う XSLT コードが自動的に生成されます。UI コントロールをドラッグしてフォーム領域にドロップすると、データ構造とビューとの間の適切な変換が InfoPath から提示されます。そのため、フォームを実装する際に XML の変換に悩まされずに済みます。
ビューの内容は XML ドキュメントの構造とはまったく異なるかたちで整理することができ、ユーザーにとって最も有用な方法でデータを表示できます。DOM ツリー内の順序とは異なる順序でデータを表示したり、一部のデータをビューから省いたり、隣接するデータ ツリー ノードを別々のビューに整理し直したり、データ ツリーのさまざまな箇所からデータを集めて 1 つのビューにまとめたりできます。
マニフェスト ファイルにおける複数のビューの格納方法
フォーム テンプレートのビューのリストは、コンテキストに応じてツール バーやメニューに追加されるカスタムのメニューやボタンと共に、次のようにマニフェスト ファイルに格納されます。
<xsf:views default="View 1">
   <xsf:view name="Detail View">
      <xsf:mainpane transform="view1.xsl"/>
      <xsf:editing>...</xsf:editing>
      <xsf:menuArea>...</xsf:menuArea>
   </xsf:view>
   <xsf:view name="Summary View">
      <xsf:mainpane transform="summary.xsl"/>
      <xsf:editing>...</xsf:editing>
      <xsf:menuArea>...</xsf:menuArea>
   </xsf:view>
</xsf:views>
各ビューの <xsf:mainpane> 要素は、どの XSLT ファイルをビューに対して使用するかを定義します。<xsf:editing> 要素は、ビュー内における構造編集用ユーザー インターフェイスのカスタマイズを定義します。<xsf:menuArea> 要素は、ビューのツール バーに追加する追加のメニューやボタンを定義します。
増分変換
エンド ユーザーがデータをビューに入力したりリッチ テキスト用の書式設定コントロールをクリックしたりするたびに XSLT 全体が実行されるのを避けるため、いくつかのアルゴリズムを使用して、ビューのどの部分を更新する必要があるかを判断します。編集後、XSLT スタイルシートのうち関連する部分だけが DOM に適用され、その作用を受けるビューの部分が更新されます。
DOM の XSLT ベースのビューに対する CSS の使用方法
フォーム テンプレートをデザインする際は、カスケーディング スタイル シート (CSS) のタグ付けを XSLT と組み合わせて使用し、ビュー内の入れ子のフィールド グループおよびフィールドの書式設定を表現します。ビューの表示と書式設定を行うため、CSS の <style> 要素を含み、かつ参照する XHTML 出力が、XSLT ファイルによって生成されます。
たとえば、ビューの配色を変更すると、それに応じて XSLT ファイルの CSS のタグ付けが変更されます。[配色] 作業ウィンドウで "Blue" の配色を選択すると、ビューの XSLT ファイルの <style> 要素で次のタグ付けが追加されます。
H1 {
   MARGIN-TOP: 0px; MARGIN-BOTTOM: 0px; COLOR: #1e3c7b
}

.accentDark {
   COLOR: white; BACKGROUND-COLOR: #517dbf
}

.accentLight {
   COLOR: black; BACKGROUND-COLOR: #ebf0f9
}

配色を "Red" に変更した場合は、それに応じて XSLT ファイル内の色の値も変更されます。
フォーム テンプレートのデザイン
InfoPath では、フォーム テンプレートのデザイン方法についていくつかの異なる手段がサポートされています。
· 既存の XML スキーマを使用する方法
· XML ドキュメントから XML スキーマを生成する方法
· XML スキーマを新規に定義する方法
· Web サービスからの既存の XML スキーマを使用する方法
これらの方法について以下の各セクションで説明します。
既存の XML スキーマを使用したフォーム テンプレートのデザイン
フォーム テンプレートのデザインを始める際、データ ソース セットアップ ウィザードを使用して、XML スキーマの標準に準拠したツールによって作成されたユーザー定義の XML スキーマを、読み込むことができます。XML スキーマは [データ ソース] 作業ウィンドウでツリー コントロールとして表示されます。
作業ウィンドウ内のレイアウト ツールを使用すると、行や背景のデザインなどのセクションを 1 つまたは複数のビューに配置できます。スキーマ ノードをドラッグしてフォーム領域にドロップすると、適切な UI コントロールが自動的に提示されます。たとえば、XML データ型が date の場合は、日付の選択コントロールが InfoPath によって提示されます。スキーマ要素が省略可能または繰り返しの場合は、省略可能のフィールド グループまたは繰り返しのフィールド グループをビュー内に挿入できます。
XML スキーマ要素を UI コントロールに対応付けると、XSLT のタグ付けが現在のビューに対して生成されます。ビューの XML スキーマと XSLT ファイルは、自動的にフォーム テンプレートに関連付けられます。
既存の XML スキーマを使用しないフォーム テンプレートのデザイン
適切な形式の XML ドキュメントをデータ ソースとして選択した場合は、その XML ドキュメントを表現する XML スキーマが InfoPath によって生成されます。この後、ビュー内にフィールド グループを配置し、生成されたスキーマをベースとするフォーム テンプレートを作成できます。
または、フォーム テンプレートを新規にデザインする際、ビュー内にフィールド グループを配置しているときに、InfoPath を使用してスキーマを手動で定義することもできます。デザインしようとしているスキーマのノードに UI コントロールを対応付けると、スキーマ ノードに対応した適切なデータ型が InfoPath によって自動的に提示されます。InfoPath は、他のビジネス プロセスで使用できる単純な標準 XML スキーマを生成します。
Web サービスをベースとするフォーム テンプレートのデザイン
データ ソース セットアップ ウィザードを使用すると、XML Web サービスの WSDL 情報から読み取られた XML スキーマをベースとして、フォーム テンプレートをデザインすることができます。エンド ユーザーがフォーム テンプレートをベースとするフォームを作成すると、スキーマが有効であることを示す SOAP メッセージがフォームによって生成されます。XML ドキュメントのための高レベルな編集ツールとして、InfoPath はリモート プロシージャ コール (RPC) の SOAP エンコードではなく、ドキュメントまたはリテラルの SOAP エンコードをサポートしています。
データ ソース セットアップ ウィザードでは、使用する Web サービスの場所を指定できます。これには、UDDI (Universal Description, Discovery, and Integration) レジストリを検索して各サービスの WSDL ファイルの場所を探すか、または「http://www.contoso.com/Service.asmx?WSDL」などのように WSDL (Web Services Description Language) の場所を直接入力します。
図 6 の [Web サービスの検索] ダイアログ ボックスを使用すると、指定された UDDI Web サービス レジストリを検索して、使用可能な XML Web サービスを探すことができます。UDDI サーバーの URL を「http://uddi.microsoft.com/inquire」などと指定するか、または UDDI 1.0 を任意のプラットフォームで使用しているその他のサーバーを指定できます。検索は、サービス プロバイダの説明、または Web サービスの説明を基に実行できます。すると、InfoPath によって UDDI 要求が自動的に生成され、UDDI サーバーに送られます。UDDI サーバーからは、一致する Web サービスのリストが "サービス プロバイダ::Web サービス名" の形式で返され、その中から選択できます。
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図 6   [Web サービスの検索] ダイアログ ボックス
初期データを Web サービスから取得できるフォームや、XML ドキュメントを Web サービスに送信できるフォーム、またはこれらの両方を実行できるフォームを、デザインすることができます。データ ソース セットアップ ウィザードでは、初期データの取得や XML ドキュメントの送信に使用する Web サービス操作をフォームからどのように呼び出すかを指定できます。InfoPath は Web サービスの説明を WSDL ファイルから読み取ります。WSDL ファイルでは、どのような操作が Web サービスから提供されていて、それぞれの操作でどのようなパラメータを使用するかが定義されています。さらに、ウィザードでは Web サービスごとにどの操作を使用するかを選択できます。
InfoPath は WSDL を使用して、選択された Web サービス操作に関連付けられている XML スキーマを抽出し、そのスキーマをフォーム テンプレートのデータ ソースとして使用します。パラメータのデータは、どのスキーマ ノードを操作のパラメータに関連付けるかを選択することによって設定できます。場合によっては、サンプル値を入力するよう InfoPath から求められることがあります。この場合、InfoPath は入力された値を使用して、選択された操作を自動的に呼び出し、受け取った出力をもとにデータ構造をデザインします。
ウィザードで Web サービス、操作、およびパラメータのスキーマ ノードを選択すると、InfoPath によって空のクエリ ビューとデータ入力ビューが自動的に作成されます。[データ ソース] 作業ウィンドウには Web サービス操作ごとにスキーマのサブツリーが表示されます。これには、初期データ取得のための XML 構造や XML ドキュメント送信のための XML 構造が含まれます。
用語
フィールド グループ    セクション、繰り返しセクション、省略可能セクション、または繰り返しテーブル。セクションや繰り返しテーブルは他のコントロールを格納するフォーム上のコントロールで、ユーザーが必要に応じて動的に追加できます。ユーザーはフォームへの入力時に複数のセクションや行を挿入できます。
DOM ツリー   フォームのデータ ソースの構造。特に、InfoPath フォームを定義し、そのデータを格納する、フィールドおよびグループの集まり。
まとめ
InfoPath では入出力において XML 標準がネイティブに使用されており、通常のエンド ユーザーはユーザー定義の XML スキーマに属する準構造化 XML ドキュメントを表示および作成できます。InfoPath では XML スキーマと XSL 変換 (XSLT) ファイルが使用および生成され、XML Web サービス標準と統合されています。データは、SOAP または HTTP POST メソッドのどちらかを通じて送信できます。
柔軟な構造編集により、ユーザーは省略可能および繰り返しの要素を有効に追加することによって、XML ドキュメントを拡張できます。InfoPath では、ユーザー定義の既存の XML スキーマを使用して編集の制約や誘導が行われます。フォーム テンプレートをデザインする際は、ユーザーがフィールド グループを追加したときにどの省略可能ノードを DOM に追加するかなど、ユーザー インターフェイスを詳細に制御できます。XML スキーマ定義の入力検証により、有効な XML の生成が保証され、追加の宣言形式の制約を定義したり、ユーザー定義の入力検証を実行するスクリプトを定義したりできます。
エンド ユーザー用に最適化された厳密なデータ取得を可能にするため、InfoPath では XML の抽象データ構造を柔軟に表示する各種のビューが提供されています。このアプローチでは、ドキュメント内のデータを書式設定から分離するという XML の理念が取り入れられています。これらの柔軟なビューは XSLT をベースとしています。XSLT を使用すると、編集ビューの内容を XML ドキュメントの構造とは異なるかたちで整理できます。ビューに表示される XML ドキュメントは、テキスト フィールドその他の UI コントロールを含む入れ子のフィールド グループとして表示されます。DOM ツリーの要素や属性は、XSLT を通じてフィールド グループやフィールドに対応付けられます。
InfoPath は、ワード プロセッサなど従来から利用されているドキュメント編集のための最適な操作環境に、フォームの厳密なデータ取得機能を取り入れた、ハイブリッドなツールです。InfoPath を使用することで、準構造化ドキュメントをデザインおよび編集する作業が簡単になります。準構造化ドキュメントには、さまざまな列がデータベース内で意味を持つのと同じように、それぞれが意味を持つさまざまな領域が格納されます。このデザイン アーキテクチャにより、たとえば営業報告やインベントリ報告、プロジェクト メモ、出張旅程、業績評価などに含まれているビジネスクリティカルなデータなど、従来は取得が難しかった情報を簡単に収集することができる、新しいハイブリッドなツールが提供されます。
© 2003 Microsoft Corp. All rights reserved.            
このドキュメントに記載されている情報は、このドキュメントの発行時点におけるマイクロソフトの見解を反映したものです。変化する市場状況に対応する必要があるため、このドキュメントは、記載された内容の実現に関するマイクロソフトの確約とはみなされないものとします。また、発行以降に発表される情報の正確性に関して、マイクロソフトはいかなる保証もいたしません。
このホワイト ペーパーに記載された内容は情報提供のみを目的としており、明示または黙示に関わらず、これらの情報についてマイクロソフトはいかなる責任も負わないものとします。
お客様ご自身の責任において、適用されるすべての著作権関連法規に従ったご使用を願います。 
このドキュメントのいかなる部分も、米国 Microsoft Corporation の書面による許諾を受けることなく、その目的を問わず、どのような形態であっても、複製または譲渡することは禁じられています。ここでいう形態とは、複写や記録など、電子的な、または物理的なすべての手段を含みます。ただしこれは、著作権法上のお客様の権利を制限するものではありません。
マイクロソフトは、このドキュメントに記載されている内容に関し、特許、特許申請、商標、著作権、またはその他の無体財産権を有する場合があります。別途マイクロソフトのライセンス契約上に明示の規定のない限り、このドキュメントはこれらの特許、商標、著作権、またはその他の無体財産権に関する権利をお客様に許諾するものではありません。
Microsoft® Office InfoPath™ 2003のアーキテクチャ

